
２０２１年（令和３年）
Ⓒ石油化学新聞社２０２1年　（昭和３０年６月８日第３種郵便物認可）　週刊・毎月曜日発行

購読料／年間３4,３２０円（本体３１,２００円＋消費税３,１２0円）・６カ月１7,１６０円（本体１５,６００円＋消費税１,５６０円）

発行所 石油化学新聞社

１月25日（月）3407号

　
聖
徳
太
子
に
よ

っ
て
創
建
さ
れ
た

法
隆
寺
は
、
太
子

が
亡
く
な
っ
た
と

さ
れ
る
旧
暦
２
月

22
日
に
当
た
る
４

月
３
日
か
ら
５
日
ま
で
、
遠

忌
法
要
（
１
４
０
０
回
忌
）

を
営
む
こ
と
を
決
定
し
た
。

金
堂
や
五
重
塔
が
あ
る
西
院

伽
藍
（
が
ら
ん
）
で
営
な
む

法
要
で
は
、
太
子
像
を
大
講

堂
に
移
し
、
そ
の
前
で
太
子

ゆ
か
り
の
寺
院
の
僧
侶
も
参

加
し
て
読
経
や
舞
楽
の
奉
納

を
す
る
と
い
う
▼
聖
徳
太
子

は
皇
族
・
政
治
家
で
あ
る
と

と
も
に
、
仏
教
を
日
本
に
広

め
た
人
と
し
て
知
ら
れ
る
。

法
隆
寺
だ
け
で
な
く
、
仏
教

布
教
の
た
め
に
多
数
の
寺
院

を
建
立
し
た
こ
と
が
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
大
乗
仏
教
の
法

華
経
、
勝
鬘
経
（
し
ょ
う
ま

ん
ぎ
ょ
う
）
、
維
摩
経
（
や

い
ま
き
ょ
う
）
と
い
う
三
つ

の
経
典
を
解
説
し
た
注
釈
書

「
三
行
魏
疏
（
さ
ん
ぎ
ょ
う

ぎ
し
ょ
）」
も
書
い
て
い
る

▼
聖
徳
太
子
が
制
定
し
た
と

さ
れ
る
17
条
憲
法
は
、
日
本

書
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
憲
法
で
も
仏
教
を
取
り
上

げ
、
第
２
条
で
は
仏
教
の
三

つ
の
宝
で
あ
る
仏
、
法
理
、

僧
侶
を
篤
く
敬
う
よ
う
求

め
、「
仏
教
は
生
物
が
最
後

に
行
き
つ
く
と
こ
ろ
で
あ

り
、
ど
の
国
に
と
っ
て
も
究

極
の
宗
教
で
あ
る
」
と
伝
え

て
い
る
▼
17
条
憲
法
は
国
民

の
権
利
と
自
由
を
保
障
す
る

根
本
規
範
で
あ
る
現
代
憲
法

と
は
違
い
、
為
政
者
の
倫
理

や
道
徳
を
示
し
た
も
の
だ

が
、
そ
の
内
容
は
現
代
社
会

に
も
通
じ
る
部
分
が
多
い
。

「
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な

し
」
で
始
ま
る
第
１
条
は
、

議
論
を
通
じ
て
調
和
す
る
こ

と
を
求
め
て
お
り
、
第
17
条

で
は
「
国
家
の
重
大
事
で
は

独
断
で
判
断
す
る
と
誤
る
こ

と
が
あ
る
が
、
議
論
を
す
れ

ば
正
し
い
結
論
が
得
ら
れ

る
」
と
述
べ
て
い
る
▼
通
常

国
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
緊

急
事
態
宣
言
下
の
国
会
で
あ

り
、
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

激
し
い
議
論
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
議
論
を
尽
く
し
て

調
和
を
図
り
、
国
家
・
国
民

の
た
め
に
正
し
い
結
論
を
導

き
だ
し
て
も
ら
い
た
い
。

主な記事

◆特集／令和の大改革推進
　ダイネンはＬＰガス事業
の仕事の進め方や人材配
置、組織のあり方を見直す
「令和の大改革」に取り組
んでいる。改革のための重
要なツールが東洋計器の開
発したＬＰＷＡ集中監視シ
ステム「ⅠｏＴ－Ｓｍａｒ
ｔ７Ｒ」である。　　４面
◆ガス外事業を拡大
　マルエイは、本業のガス
事業と併行して、今年もガ
ス外事業の拡大を積極的に
図る。澤田社長は今年もこ
れまで投資してきた事業が
着実にかたちになると見込
んでいる。　　　　　５面
◆特集／20周年迎え躍進
　セーバープロを製造・販
売するエイムテックが１
月、設立から20年を迎え
た。「卓越した漏洩計測技
術で地域社会に貢献する」
の経営理念のもと、熊本で
産声を上げた。　　　９面
◆特集／ＢｔｏＣで存在感
　岩谷産業は昨年11月１日
の組織改革でカートリッジ
ガス本部に生活商品部を新
設し、ＢｔｏＣ商材の販路
を統合した。　　　　10面

12
月
Ｃ
Ｉ
Ｆ
速
報

2952
円
高
の
４
万
8339
円

　
財
務
省
が
21
日
発
表
し
た

12
月
貿
易
統
計
速
報
に
よ
る

と
、
Ｃ
Ｉ
Ｆ
価
格
は
ト
ン
当

た
り
４
万
８
３
３
９
円
で
前

月
比
２
９
５
２
円
高
、
前
年

同
月
比
３
０
６
３
円
安
と
な

っ
た
。
数
量
は
87
万
７
千
㌧

で
前
月
比
11
万
２
千
㌧
増
。

為
替
レ
ー
ト
は
１
０
４
円
13

銭
で
55
銭
の
円
高
・
ド
ル

安
。
　

電
力
ス
イ
ッ
チ
ン
グ

東
京
が
12
月
末
で

初
の
40
％
到
達

　
広
域
機
関
に
よ
る
と
、
昨

年
12
月
31
日
時
点
の
電
力
ス

イ
ッ
チ
ン
グ
開
始
申
請
件
数

は
累
計
１
９
２
０
・
７
万
件

（
前
月
比
37
・
７
万
件
増
）、

率
に
し
て
30
・
７
％
（
同
０

・
６
㌽
増
）
と
な
っ
た
。

　
16
年
４
月
か
ら
の
小
売
全

面
自
由
化
以
降
、
旧
電
力
の

全
エ
リ
ア
で
増
加
が
続
い
て

お
り
、
12
月
末
時
点
の
ス
イ

ッ
チ
ン
グ
率
で
東
京
が
初
め

て
40
・
０
％
に
到
達
し
、
九

州
が
20
・
３
％
と
な
り
、
東

京
、
関
西
、
九
州
、
北
海
道

に
続
く
20
％
超
え
。

　
旧
電
力
別
の
ス
イ
ッ
チ
ン

グ
件
数
は
多
い
順
に
、
東
京

９
１
８
・
６
万
件
（
ス
イ
ッ

チ
ン
グ
率
40
・
０
％
）、
関

西
３
８
９
・
１
万
件
（
同
38

・
７
％
）、
中
部
１
９
９
・

８
万
件
（
同
26
・
２
％
）、

九
州
１
２
６
・
３
万
件
（
同

20
・
３
％
）、
東
北
95
・
７

万
件
（
同
17
・
５
％
）、
北

海
道
86
・
１
万
件
（
同
31
・

２
％
）、
中
国
53
・
１
万
件

（
同
15
・
２
％
）、
四
国
34

・
８
万
件
（
同
17
・
９
％
）、

北
陸
11
・
６
万
件
（
同
９
・

４
％
）、
沖
縄
５
・
６
万
件

（
同
７
・
４
％
）。

都
市
ガ
ス
ス
イ
ッ
チ
ン
グ

12
月
末
で
422
万
件

　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
集

計
に
よ
る
と
、
昨
年
12
月
31

日
時
点
の
都
市
ガ
ス
ス
イ
ッ

チ
ン
グ
申
し
込
み
件
数
は
累

計
４
２
２
万
５
７
９
０
件

（
前
月
比
７
万
５
９
６
６
件

増
）
と
な
っ
た
。
ス
イ
ッ
チ

ン
グ
率
は
16
・
６
％
（
同
０

・
３
㌽
増
）。

　
地
域
別
で
も
い
ず
れ
も
増

加
し
た
。
多
い
順
に
関
東
２

２
０
万
１
６
０
７
件
（
ス
イ

ッ
チ
ン
グ
率
17
・
０
％
）、

近
畿
１
３
３
万
５
８
７
０
件

（
同
21
・
５
％
）、
中
部
北

陸
53
万
７
６
４
１
件
（
同
22

・
３
％
）、
九
州
沖
縄
15
万

６
９
４
件
（
同
10
・
４
％
）。

革命的移行が必要
エ　 ネ　 研
小山専務理事 激変する市場を分析

Ｃ
Ｏ
２

ゼ
ロ

　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
グ
ロ
ー
ブ

（
本
社
・
東
京
、
岩
井
清
祐

社
長
）
が
ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
配
信
し
た
特
設
サ
イ
ト

（
８
～
29
日
）
に
日
本
エ
ネ

ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
専
務
理

事
の
小
山
堅
氏
が
「
激
動
の

内
外
エ
ネ
ル
ギ
ー
情
勢
の
展

望
」
と
題
す
る
講
演
動
画
を

寄
せ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
拡
大
で
激
変
し

た
昨
年
の
石
油
、
ガ
ス
市
場

を
分
析
。
脱
炭
素
の
気
運
が

世
界
的
に
高
ま
る
な
か
、
水

素
な
ど
革
新
的
技
術
と
と
も

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
も

課
題
に
な
る
と
の
認
識
を
示

し
た
。
要
旨
は
次
の
通
り
。

　
２
０
２
０
年
４
月
に
Ｗ
Ｔ

Ｉ
価
格
が
マ
イ
ナ
ス
37
㌦
と

い
う
異
常
な
価
格
を
付
け
た

が
、
最
も
大
き
な
理
由
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
で
石
油
需
要
が
激

減
し
た
こ
と
。
一
方
、
供
給

サ
イ
ド
で
は
５
月
以
来
、
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ス
が
市
場
最
大

の
減
産
を
継
続
。
生
産
コ
ス

ト
が
高
い
が
20
年
の
年
初
に

は
前
年
比
日
量
１
０
０
万


増
え
る
だ
ろ
う
と
見
ら
れ
て

い
た
米
国
の
原
油
生
産
は
、

同
70
万

程
度
生
産
が
減
っ

た
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
国
家

の
戦
略
的
な
生
産
削
減
と
コ

ス
ト
の
高
い
石
油
が
市
場
か

ら
退
出
す
る
こ
と
で
、
供
給

量
が
大
き
く
減
少
し
、
需
給

は
緩
や
か
に
バ
ラ
ン
ス
に
向

か
っ
た
。
し
か
し
、
今
後
ど

う
い
う
方
向
に
な
る
か
予
断

は
許
さ
な
い
。

　
Ｌ
Ｎ
Ｇ
も
大
き
く
需
要
が

傷
つ
き
、
価
格
も
20
年
は
歴

史
的
に
低
い
価
格
と
な
っ

た
。
価
格
低
下
や
需
要
減
少

で
石
油
メ
ジ
ャ
ー
や
国
営
石

油
企
業
は
大
打
撃
を
受
け
、

必
要
な
投
資
が
大
幅
な
減
少

と
な
っ
た
。
低
価
格
、
低
需

要
期
間
の
長
さ
次
第
で
、
さ

ら
な
る
経
営
努
力
も
必
要
に

な
る
。
産
油
国
の
経
済
も
大

き
く
傷
つ
き
、
こ
れ
に
伴
う

国
内
の
情
勢
悪
化
は
中
期
的

に
気
を
付
け
る
べ
き
視
点
と

考
え
る
。

　
さ
ら
に
今
回
の
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
構

造
的
な
影
響
が
考
え
ら
れ

る
。
一
つ
は
人
の
移
動
、
物

の
移
動
が
抑
制
す
れ
ば
、
代

替
と
し
て
情
報
通
信
、
デ
ジ

タ
ル
化
が
進
み
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
電
力
化
が
進
展
す
る
。

　
コ
ロ
ナ
後
の
回
復
戦
略
と

低
炭
素
化
の
関
係
、
地
政
学

情
勢
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
に

ど
う
影
響
す
る
か
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
へ
の
影
響
と
技
術

覇
権
を
巡
る
せ
め
ぎ
合
い
も

考
え
ら
れ
る
。

　
欧
州
の
長
期
成
長
戦
略
の

柱
は
「
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー

ル
」
で
、
再
生
可
能
性
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
水
素
、
省
エ
ネ
、

ク
リ
ー
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
な

ど
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
甚
大

な
損
害
が
発
生
し
て
お
り
、

Ｅ
Ｕ
は
経
済
復
興
計
画
の
中

心
に
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
を

位
置
づ
け
て
い
る
。
復
興
と

脱
炭
素
化
を
同
時
に
追
求
す

る
戦
略
だ
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
、
実
質
的
に
Ｃ
Ｏ


ゼ
ロ
を
目
指
す
た
め
、
主

要
各
国
は
相
次
い
で
目
標
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
日
、

米
、
Ｅ
Ｕ
、
中
国
、
韓
国
だ

け
で
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
起

源
Ｃ
Ｏ

排
出
の
58
％
を
占

め
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
国
々

が
本
当
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
突
き
進
め
ば
、
世

界
の
気
候
変
動
の
政
策
は
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る

　
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
化
石
燃
料
に
依

存
し
て
お
り
、
カ
ー
ボ
ン
を

出
さ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
系

に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ま

さ
に
革
命
的
な
移
行
が
必
要

に
な
る
。

　
世
界
は
こ
れ
か
ら
、
気
候

変
動
＋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
全

保
障
、
そ
し
て
安
価
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
を
確
保
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
安
全
保
障
を
確
保
す

る
う
え
で
も
新
し
い
技
術
に

対
す
る
期
待
が
高
ま
る
。
そ

の
一
つ
が
水
素
。
Ｃ
Ｏ

フ

リ
ー
で
供
給
す
る
と
い
う
技

術
も
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。
開
発
に
は
時
間

が
か
か
り
、
コ
ス
ト
も
高
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
誰
が

成
功
さ
せ
る
か
で
世
界
の
パ

ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
も
変
わ
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。
　

小山堅氏

Ｅ 

Ｎ 

Ｓ

電
気
小
売
向
け
事
業

支
援
サ
ー
ビ
ス
開
始

　
三
ッ
輪
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
本
社
・
東
京
、
尾
日
向

竹
信
社
長
）
傘
下
の
イ
ー
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
ズ

（
Ｅ
Ｎ
Ｓ
、
及
川
浩
社
長
）

は
15
日
か
ら
小
売
電
気
事
業

者
向
け
の
事
業
継
続
支
援
サ

ー
ビ
ス
「
電
力
小
売
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
ｆ
ｏ

ｒ
新
電
力
」
の
提
供
を
開
始

し
た
。

　
電
力
需
給
ひ
っ
迫
に
伴
う

市
場
価
格
高
騰
に
よ
り
、
小

売
電
気
事
業
者
が
事
業
継
続

自
体
の
検
討
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い

る
。
Ｅ
Ｎ
Ｓ
は
電
力
事
業
の

ノ
ウ
ハ
ウ
に
加
え
て
三
ッ
輪

Ｈ
Ｄ
が
培
っ
て
き
た
資
本
提

携
実
績
な
ど
の
リ
ソ
ー
ス
を

活
用
し
、
小
売
電
気
事
業
者

に
「
電
源
調
達
力
」「
需
給

運
営
力
」「
営
業
力
」「
資
金

力
」
な
ど
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
業
務
受
託
や
業
務
提

携
、
資
本
提
携
に
よ
る
事
業

継
続
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
Ｅ
Ｎ
Ｓ
と
三
ッ
輪

産
業
は
15
日
付
で
、
電
力
調

達
先
が
丸
紅
新
電
力
で
あ
り

「
電
気
料
金
が
高
騰
す
る
こ

と
は
な
い
。
提
供
す
る
各
種

プ
ラ
ン
の
電
気
料
金
は
今
ま

で
と
変
わ
ら
ず
、
地
域
の
電

力
会
社
の
従
来
の
電
気
料
金

よ
り
お
得
な
電
気
料
金
プ
ラ

ン
で
使
用
で
き
る
」
と
の
利

用
者
向
け
の
コ
メ
ン
ト
も
発

表
し
た
。

　
経
済
産
業
省
は
、
卸
電
力

市
場
価
格
の
高
騰
に
対
応
し

イ
ン
バ
ラ
ン
ス
料
金
等
単
価

の
上
限
を
１
㌔
㍗
時
当
た
り

２
０
０
円
と
す
る
措
置
を
17

日
の
電
力
供
給
分
か
ら
適
用

し
た
。

　
厳
し
い
寒
さ
と
天
候
不
順

で
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
し
、

ス
ポ
ッ
ト
市
場
で
最
高
価
格

が
２
０
０
円
を
超
え
る
日
が

続
き
、
多
く
の
市
場
参
加
者

が
市
場
か
ら
の
調
達
が
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
経
産
省
は
２
０
２
２
年
４

月
か
ら
、
需
給
ひ
っ
迫
時
の

経
産
省 

急
騰
で
特
例
措
置

１
㌔
㍗
時
上
限
200
円
に

インバランス

イ
ン
バ
ラ
ン
ス
料
金
等
単
価

の
上
限
を
１
㌔
㍗
時
当
た
り

２
０
０
円
と
す
る
措
置
の
導

入
を
予
定
し
て
い
た
が
、
今

年
１
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で

の
取
引
価
格
の
最
高
価
格
が

４
日
間
連
続
し
て
２
０
０
円

を
超
え
、
緊
急
的
な
対
応
が

必
要
と
判
断
。

　
電
気
事
業
法
第
18
条
第
２

項
但
し
書
き
の
「
託
送
供
給

等
約
款
に
よ
り
難
い
特
別
の

事
情
」
に
該
当
す
る
と
み
て

一
般
送
配
電
事
業
者
に
必
要

な
手
続
き
を
行
う
よ
う
要
請

し
た
。

　
10
社
か
ら
１
月
17
日
か
ら

６
月
30
日
ま
で
の
間
、
イ
ン

バ
ラ
ン
ス
料
金
等
単
価
と
し

て
算
定
さ
れ
る
金
額
が
１
㌔

㍗
時
当
た
り
２
０
０
円
を
超

え
る
際
は
２
０
０
円
と
す
る

特
例
措
置
の
申
請
が
あ
り
、

15
日
に
認
可
し
た
。

　
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調

査
会
電
力
・
ガ
ス
基
本
政
策

小
委
員
会
（
委
員
長
＝
山
内

弘
隆
・
一
橋
大
学
大
学
院
特

任
教
授
）
は
19
日
に
第
29
回

会
合
を
開
き
、
電
力
需
給
の

ひ
っ
迫
や
そ
れ
に
伴
う
市
場

価
格
の
高
騰
へ
の
対
応
を
検

討
し
た
。
事
務
局
の
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
は
当
面
の
対
応

と
し
て
「
市
場
の
状
況
を
踏

ま
え
た
電
力
小
売
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
影
響
を
注
視
す
る
」
と

述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
イ
ン

バ
ラ
ン
ス
の
精
算
方
法
な
ど

に
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
。

　
エ
ネ
庁
に
よ
れ
ば
、
12
月

下
旬
か
ら
１
月
上
旬
に
か
け

て
、
非
常
に
強
い
寒
気
の
影

響
で
電
力
需
要
が
前
年
同
期

比
で
約
１
割
増
加
し
、
全
国

的
に
電
力
需
給
が
厳
し
い
状

況
に
陥
っ
た
。
電
力
各
社
が

老
朽
火
力
の
稼
働
や
広
域
的

な
電
力
融
通
な
ど
の
対
応
に

追
わ
れ
、
８
日
と
12
日
に
は

火
力
発
電
の
設
備
利
用
率
が

90
％
近
く
ま
で
上
昇
し
た
。

　
電
力
需
要
の
大
幅
増
で
Ｌ

Ｎ
Ｇ
在
庫
量
が
大
き
く
減
少

し
た
こ
と
に
加
え
、
北
東
ア

ジ
ア
向
け
Ｌ
Ｎ
Ｇ
価
格
の
急

騰
や
天
候
不
順
に
よ
る
太
陽

光
発
電
の
低
迷
な
ど
が
重
な

り
、
12
～
15
日
に
は
電
力
ス

ポ
ッ
ト
市
場
価
格
が
最
高
で

１
㌔
㍗
時
２
０
０
円
を
超
え

る
高
値
で
推
移
し
た
。

　
エ
ネ
庁
は
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
今
後
議
論
す
べ
き
論
点

に
▽
燃
料
調
達
を
含
め
た
安

定
的
な
電
力
供
給
の
確
保
▽

供
給
能
力
の
確
保
▽
需
給
ひ

っ
迫
時
を
含
め
た
広
域
的
な

安
定
供
給
確
保
に
向
け
た
運

用
▽
よ
り
効
率
的
に
安
定
供

給
を
確
保
す
る
た
め
の
電
力

市
場

―
を
挙
げ
た
。

　
深
刻
さ
の
受
け
止
め
方
は

委
員
に
よ
り
温
度
差
が
あ
っ

た
。
横
山
明
彦
・
東
京
大
学

大
学
院
教
授
は
「
小
売
事
業

者
は
６
０
０
円
程
度
の
高
騰

も
あ
り
得
る
こ
と
を
承
知
し

電 

力
・
ガ 

ス

基
本
政
策
小
委 

卸
市
場
高
騰
で
討
議

調
達
含
め
安
定
供
給
を

電力小売

て
い
る
。
市
場
参
加
者
は
リ

ス
ク
管
理
の
大
切
さ
を
改
め

て
理
解
で
き
た
。
右
往
左
往

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
見

方
を
示
し
「
容
量
市
場
が
仮

に
機
能
し
て
も
、
燃
料
が
不

足
し
て
い
る
以
上
、
今
回
の

価
格
高
騰
に
は
十
分
に
対
応

で
き
な
い
。
結
局
、
発
電
設

備
を
持
た
な
い
新
電
力
が
リ

ス
ク
を
ど
う
考
え
る
か
が
重

要
」
と
指
摘
し
た
。

　
一
方
、
松
村
敏
弘
・
東
大

社
会
科
学
研
究
所
教
授
は

「
価
格
変
動
は
市
場
が
正
常

に
機
能
し
て
い
る
証
と
も
言

え
る
が
、
こ
れ
だ
け
長
期
の

高
騰
が
続
く
の
は
、
災
害
の

発
生
に
近
い
状
況
と
い
う
認

識
が
必
要
」
と
評
価
。「
小

売
事
業
者
に
課
し
て
い
る
供

給
力
確
保
義
務
も
合
理
性
が

問
わ
れ
る
。
価
格
安
定
に
は

供
給
面
に
加
え
て
調
達
面
も

監
視
す
る
必
要
性
が
出
て
く

る
」
と
付
け
加
え
た
。

　
ほ
か
の
委
員
か
ら
は
「
新

電
力
の
退
出
・
倒
産
が
増
え

れ
ば
自
由
化
の
目
的
が
そ
が

れ
る
」「
継
続
し
て
消
費
者

利
益
に
資
す
る
制
度
設
計

を
」
な
ど
と
具
体
的
支
援
を

求
め
る
声
も
上
が
っ
た
。

　
新
電
力
56
社
は
18
日
、
電

力
需
給
の
ひ
っ
迫
に
伴
う
市

場
価
格
高
騰
を
受
け
、
共
同

で
梶
山
弘
志
・
経
済
産
業
大

臣
に
「
卸
電
力
市
場
の
取
引

価
格
の
長
期
高
騰
に
対
す
る

対
応
要
望
書
」
を
提
出
し

た
。
要
望
書
で
は
①
市
場
価

格
を
形
成
し
て
い
る
各
種
情

報
（
市
場
の
需
要
曲
線
／
供

給
曲
線
・
予
備
力
・
燃
料
在

庫
状
況
）
の
公
開
②
市
場
価

格
が
高
騰
し
た
期
間
に
お
い

て
、
一
般
送
配
電
事
業
者
が

イ
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
で
想
定

外
に
得
た
利
得
に
つ
い
て
、

合
理
的
に
小
売
電
気
事
業
者

・
国
民
に
還
元
―
―
す
る
こ

と
を
求
め
て
い
る
。

　
日
本
卸
電
力
取
引
所
（
Ｊ

Ｅ
Ｐ
Ｘ
）
の
ス
ポ
ッ
ト
市
場

と
時
間
前
市
場
取
引
価
格
を

巡
っ
て
は
、
昨
年
末
か
ら
約

定
価
格
が
急
騰
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ

を
主
要
な
調
達
源
と
し
て
い

る
新
電
力
は
価
格
高
騰
の
影

響
で
卸
電
力
市
場
か
ら
電
力

を
調
達
で
き
ず
、
一
般
送
配

電
事
業
者
か
ら
イ
ン
バ
ラ
ン

ス
を
中
心
に
補
給
を
受
け
る

格
好
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
単

価
は
市
場
価
格
を
ベ
ー
ス
と

す
る
た
め
、
新
電
力
に
か
か

る
負
担
は
大
き
い
。
要
望
書

で
は
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
単
価
が

「
一
般
送
配
電
事
業
者
の
調

整
力
調
達
コ
ス
ト
（
限
界
費

用
）
を
大
き
く
超
え
る
か
た

ち
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
」、
ま
た
「
Ｆ
Ｉ

Ｔ
電
源
の
送
配
電
買
い
取
り

分
の
電
力
に
つ
い
て
は
、
送

配
電
事
業
者
の
市
場
売
却
価

格
が
調
達
価
格
で
あ
る
Ｆ
Ｉ

Ｔ
買
い
取
り
価
格
を
大
き
く

超
え
る
か
た
ち
と
な
っ
て
い

る
」
と
し
て
、
一
連
の
原
因

検
証
・
究
明
を
経
て
一
般
送

配
電
事
業
者
が
想
定
外
の
利

得
を
得
て
い
る
と
認
め
ら
れ

た
場
合
の
利
得
還
元
を
求
め

た
。

　
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
単
価
に
つ

い
て
は
、
経
産
省
が
17
日
供

給
分
か
ら
単
価
の
上
限
を
１

㌔
㍗
時
当
た
り
２
０
０
円
と

す
る
措
置
を
適
用
し
新
電
力

の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る

が
、
要
望
書
で
は
こ
の
遡
及

的
な
見
直
し
や
託
送
料
金
の

減
額
な
ど
合
理
的
な
還
元
を

求
め
て
い
る
。
他
方
、
遡
及

的
な
見
直
し
を
す
る
場
合

は
、
高
騰
し
た
単
価
で
も
約

定
し
、
供
給
力
確
保
義
務
履

行
に
努
め
た
事
業
者
が
、
イ

ン
バ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
補
給

を
受
け
た
事
業
者
よ
り
も
経

済
的
に
不
利
に
な
ら
な
い
よ

う
な
還
元
と
す
る
こ
と
も
重

ね
て
要
望
し
て
い
る
。

新
常
態
下
の
特
約
店
支
援
へ

「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ａ
Ｙ
2021
」 

課
題
解
決
へ
新
方
針

三愛石油　
三
愛
石
油
（
本
社
・
東
京
、
塚
原
由
紀
夫
社
長
）
は
18
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
し
た
グ
ル
ー
プ
特
約
店

会
議
で
、
ガ
ス
事
業
部
門
の
基
本
方
針
「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ａ
Ｙ
２
０
２
１
　
Ｎ
ｅ
ｗ
　
Ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
に
適
合

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
へ
」
を
発
表
し
た
。
新
方
針
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
定
着
し
た
「
予
防
・

衛
生
意
識
の
向
上
」
「
購
買
行
動
の
変
化
」
「
働
き
方
の
見
直
し
」
「
居
住
環
境
・
家
庭
生
活
の
重
視
」
へ

の
対
応
を
重
点
課
題
と
し
、
こ
れ
ら
の
解
決
に
つ
な
が
る
八
つ
の
特
約
店
支
援
策
を
打
ち
出
し
た
。

塚原由紀夫社長

大久保宏次氏

　「
需
要
拡
大
」
「
生
涯
顧
客

化
」
「
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ

ー
」
「
Ｉ
Ｔ
化
促
進
」
「
合
理

化
・
効
率
化
」
「
保
安
高
度

化
」
「
人
材
育
成
」
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ

・
危
機
管
理
」
の
各
メ
ニ
ュ

ー
で
特
約
店
の
事
業
継
続
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
こ
の

う
ち
需
要
拡
大
で
は
、
機
器

や
リ
フ
ォ
ー
ム
増
販
を
支

援
。
「
住
ま
い
る
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
や
紙
上
展
示
会
な
ど

を
通
じ
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

で
重
視
さ
れ
る
「
お
う
ち
時

間
」
関
連
の
潜
在
需
要
を
喚

起
す
る
。
生
涯
顧
客
化
で

は
、
非
接
触
型
の
顧
客
接
点

強
化
策
を
企
画
。
チ
ラ
シ
や

情
報
誌
な
ど
対
面
営
業
を
補

う
ツ
ー
ル
を
充
実
さ
せ
る
。

サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
で
は
、

グ
ル
ー
プ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
、
料
金
や
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ

ュ
ー
の
拡
充
を
サ
ポ
ー
ト
。

電
気
の
セ
ッ
ト
販
売
な
ど
で

ユ
ー
ザ
ー
の
節
約
志
向
に
応

え
、
顧
客
の
離
脱
防
止
や
新

規
開
拓
に
つ
な
げ
る
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
化
促
進
で

は
、
販
売
管
理
シ
ス
テ
ム
の

更
新
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

・
運
営
な
ど
の
支
援
を
本
格

化
。
併
せ
て
一
般
顧
客
向
け

の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
や

集
合
物
件
オ
ー
ナ
ー
向
け
セ

ミ
ナ
ー
企
画
、
さ
ら
に
シ
ョ

ッ
プ
の
立
ち
上
げ
な
ど
も
検

討
し
、
業
務
改
善
だ
け
で
な

く
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
の
創
出
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る

考
え
。
合
理
化
・
効
率
化
で

は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
遠
隔
自
動

検
針
サ
ー
ビ
ス
「
ガ
ス
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
」

を
活
用
し
た
検
針
・
配
送
業

務
の
効
率
化
を
推
進
す
る
。

　
塚
原
社
長
は
あ
い
さ
つ

で
、「
産
業
用
エ
ネ
ル
ギ
ー

需
要
が
大
き
く
数
量
を
減
ら

す
な
か
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
家
庭

用
の
巣
ご
も
り
需
要
な
ど
で

堅
調
。
今
後
は
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
に
対
応
し
た
接
点
活
動

や
業
務
体
制
の
構
築
が
不
可

欠
に
な
る
。
人
手
の
か
か
ら

な
い
商
売
へ
の
転
換
な
ど
、

シ
ス
テ
ム
化
の
推
進
も
必
要

に
な
る
」
と
強
調
。「
社
会

や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

に
よ
り
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
事
業
に

求
め
ら
れ
る
も
の
も
変
わ
っ

て
く
る
。
特
約
店
と
と
も
に

全
力
を
尽
く
し
、
生
活
イ
ン

フ
ラ
を
支
え
る
新
体
制
の
構

築
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

力
を
込
め
た
。

　
大
久
保
宏
次
執
行
役
員
ガ

ス
事
業
部
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍

で
変
化
し
た
人
々
の
意
識
や

行
動
の
多
く
は
、
元
に
戻
る

こ
と
な
く
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

と
し
て
定
着
す
る
だ
ろ
う
」

と
展
望
。「
こ
れ
ま
で
一
貫

し
て
顧
客
接
点
強
化
を
テ
ー

マ
と
し
て
き
た
が
、
新
た
な

接
点
活
動
を
立
案
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
対
応
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
や
営
業

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
な
ど
、
市

場
の
変
化
に
対
応
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
構
築
を

急
ぐ
必
要
が
あ
る
」
と
し
た

う
え
で
「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ａ
Ｙ
２

０
２
１
の
諸
施
策
は
、
新
し

い
時
代
へ
飛
び
立
つ
た
め
の

助
走
に
当
た
る
。
こ
れ
を
経

て
皆
さ
ま
と
と
も
に
華
や
か

な
繁
栄
の
道
を
進
み
た
い
」

と
意
欲
を
述
べ
た
。

新
電
力
56
社 

卸
価
格
高
騰
で

経
産
省
に
共
同
要
望
書


